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j l  こ ん に ゃ く l H*' å.. av't .ぷ+ ・・・・・・圃・・齢-伊稔� 司.掴岡田園盟E・・ + Z (群馬県農業試験場 こ んにゃ く 分場 圃・園園圃圃....... デ 厘罷醸酒圃圃・ 4 T う ち だ し ゅ う U 圃圃圃liI!"":: . :i;.:-.'.:::!:語、 河電調罷盟圃圃. T 
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+ こ んに ゃ くの健康食 品 と し ての機能に |関心が集 ま 園圃圃園田園圃圃圃園田園田 + 
.j. D ， そ れに加 え こ んに ゃ く ゼ リ ー等の新商品が大 ヒ ッ ・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃盟国圃圃・・・ + ; ト し ， 今 ま さに こ んに ゃ く プーる。 コ ン ニ ャ ク 園圃園田園画面園田 ; f 球茎の内部に蓄積 さ れる コ ン ニ ャ ク マ ン ナ ン は 多糖類 圃圃園田園圃圃閉醐趨毘閤園田園圃圃圃圃醇咽 t 
fの一種で， 水で溶 く との り 状とな り ， さ らにアルカ リ 群馬県段業試験場 こ ん に ゃ く 分場の本館 f 
+ を 加 えると固 ま り ， 特有の弾性 を持つ食品となる。 コ + 
4 ン ニ ャ ク マ ン ナ ン は人体の消化酵素では分解 さ れな い の選択に は ガ ッ ト 品業合意 も 心理的に作用 し た ものと よ
; こ とか ら ， ノ ン カ ロ リ ー食と し ての価値が高い。 昭和 考 え ら れる。 段階的な関税の引 き 下 げによ り ， 何年先 ;
t 40 年代 か ら 日 本 こ んに ゃ く 協会 を 中心と し 関 係 業界 ま で海外の安 い原料と競争で き るのか， と い っ た 不安 ;
f が消費拡大のた め 注 い で き た 努 力 が 実 り ， 試験研究に 感である。 +

+ + 携わ っ て き た 者と し て も 素直に喜 び， ま た一時の プ-
4 ムで終わ ら な いよ うにと念願 山るo 技術開発の課題 ; 
4 し か し， 産地で は こ れらの懸念 を払拭すると恩わ れ i
t 産地の人 々 は る優良事例 も 多 い。 大型機械利用 や地域外耕作の拡大 I
f 一方， 生産の現場 で は ， 長期化する侃 ，;憾の低迷で他 による大規模経営化， 野菜との輪作による経営複合 f
+ 作物への転換や一部離 農 ま で余儀な く さ れて いる。 最 化， 生産か ら製品加工 ・ 販売 ま での一貫経営による所 +
十 近 ま で， 価格低迷の大 き な原 因 は生産過剰にあると言 得の増大等， 地域の特徴と条件に あ っ た コ ン ニ ャ ク 経 4
i わ れ て い た が， 昨年は適正な生産量であ っ たに も かか 営が展開 さ れて いる。 し た が っ て ， こ れらに共通 し て i
; わ ら ず生産 コ ス ト を割 り 込む価格とな っ た 。 今 ま で経 見られる収益性の高 い経営 を ， 地域と し て さ らに発展 Z
f 験 を し た こ とがない事態だけに， 生産者 は大 き な シ ョ さ せるべ く ， 一層の努力 がな さ れれ ば， 産地 を維持で 十
寺 ッ ク を受け た 。 原料業界の経営不振や， 安 い外国製品 き る ものと期待 さ れる。 +

4の!輸布綿愉1布i入の影響があ げら れ て いるが， 経営の継続か否か 以上の対応と し て ， 本県で 実胞す べ き 試験研究の課 品

4 題 を色 ， ①従来以上の省力， 低 コ ス ト 安定生産技術の確 ;
; E ι r 立， ②環蹴境への影粋に配慮 し た 生産力向上研究， ③高 ;
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i 竺醤留欝逼趨E訟訟 閑... 遍函副哩'逗堕緬長咽唖軍司直� は 品種育成と安定生産技術の確立 を 中心と し た技術開 +
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+ 
í I 当分場は 昭和 21 年に 「 コ ン ニ ャ ク 腐敗病発生防止に 1
.j. I 関する試験」 を テ ー マに し た 農林省の指定試験地が群 品
+ I + I 馬 県段試に設置 さ れた こ とに始 ま る。 その後， 県 か ら 4

+ I 国， 国 か ら 県への移管や機構改革 を 経 て ， 現在の県農 ;
t I 試であるとと もに出水省の育種の指定試験地で も ある ;
t ・ - 二つの顔 を持 っ た 研究室で ある。 ，.
; 1 ・・・・・ l 創 設 当 初 は ， コ ン ニ ャ クの種芋が十分に入手 で き ;
，. 1圃圃圃圃圃圃圃ri L一 一一一 l ず， 生産者一借 り て 秋に一社 � ' ? 15$. + 

コ ン ニ ャ ク の地上部 で試験 を 行 っ た と聞 い て いる。 し か し 昭和23 年には す ;
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; で に在来 と 支那 を 交配 し 育種 を 始め て い て， こ の 中の I�-- ，I 町 幽 “ 一ζ 可‘ヶつ ; ; l f固か ら 農林 I 号 「 同 な く ろ j が生 ま れて 川 。 当時 j ?L 晶 、“ l i i は 開化生理が明 ら Mま な く ， 交配 を行つ で も な 川 l 畠幽量 、・ . + 
d狸園田 湿・・・回... ・・ ・. + + か結実 さ せ ら れな か っ た状態であ り ， 何度 も 失敗を重 I Jj瞬間晶画盟留酒量 1・ ・ + 

l 録湿瓦夜漣・脳・圃圃園圃・ . _ . ' '*' 4 ね て は新 し い知見 を 得 て ， 少 し ずつ改善 を 図 り なが ら i 錨盤濯圃圃・・ ' . . * ; 育種 を 進 め た そ う で， 頭が下が る 思 同あ る 。 ま た 昭 ! 竃薗園圃 r Jlr JJ  * ; 和 昨に は， r あ か ぎ お お だ ま J が農林 2 号 と し て 品 ! 司圃圃・・'.1 ‘ i ; ; 種登録 さ れ， 現時点で生産量の半分を 占 め る ま でに 普 | 可.pllltrC .， 、 + 
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t + き ご 。』 も っ と 優れ た 品穫 を 「 あ か ぎ お お だ ま 」 の球茎 と 生子 : 
; 現在登録 を計画 し て い る 系統は二つの 品種以上の高 i f 品質化で， 今後 さ ら に 耐病性品穏や早生品種育成の要 の節減 と い う コ ス ト ダ ウ ン効果 は大 き か っ た と 考 え ら +
+ 望が高い。 早急に こ れに 答 え る 必要 が あ る が， 耐病性 れ る 。 し か し ， 地域や気象条件に よ っ て は薬剤を使用 品み に つ い て は完全 に抵抗性 を示す品種 は な い。 コ ン ニ ャ し て も 十分な防除効果 を あ げ ら れず苦慮 し て い る 場面 ii ク 栽培 に お い て病害防除 に費や す費用 と 手聞 は か な り に も し ば し ば出会 う 。 現在の 品種で は対応で き な い こ i
i 大 き し 生産 コ ス ト が下が ら な い原因 と な っ て い る 。 と か ら ， 防除効果が高 く ， 安全で使い や す い薬剤 の 出 i
t r あ か ぎ お お だ ま J が広 く 普及 し た 理 由 の一つ は， 葉枯 現 に 期待 す る ばか り であ る 。 ま た ， か な り の年数 を か +
+ 病， 根腐病 に も 比較的強い こ と で あ る 。 土壌病害の発 け て も 病害抵抗性品種 を育成 し な け れ ば私達の仕事は 44 病 は標高の高い 山間地の ほ う が平坦地 よ り 低い傾向 に 終わ ら な い 。 そ の た め に 海外か ら の遺伝資源の導入が :I あ る 。 主 に 山 間地で栽培 さ れ て い る 「 あ か ぎ お お だ 急務であ り ， 何か に つ げ 県や 国 の 方 々 に相談を持 ち か 1
1 ま 」 では滅農薬化 も 可能であ り ， 多収性プラ ス 薬剤費 け て い る 今 日 こ の頃であ る 。 t
十l<>吟.++01。喝。母。++01。唱。+01。場。場。喝。喝。++01。斗@吋l<>+斗。崎。4。場。‘>l<>+吋舎。婚。ofoofoofo斗。+ofoofo+斗。寸@吋l<>ofoofoサ。味。ofoofoofoofo+吋。+++ofoofo+サ.ofo斗.oto!.

人 事 消 息

(9 月 1 日 付)
田 中誠二氏 (蚕糸昆虫研生体情報部増殖機構研室長) は

国際農林水産業研究セ ン タ 一 生産利用部併任 に

ニ チ メ ン株式会社東京本社は下記へ移転 し， 9 月 18 日 か
ら 業務 を 開始 し た 。
108 東京都港区芝四丁 目 l 番 23 号 三田 N N ビjレ
電話 精密化学品第二部ア グ ロ 第 4 課 03-5446-1535

八洲化学工業株式会社 (浅野勝司社長， 本社川崎市， 資
本金 13 億円) と 三笠化学工業株式会社 (井上洋三社
長， 本社福岡市， 資本金 3 . 5 億円) は， 8 月 25 日 ， 東
京 日 本橋の 日 本橋 ク ラ ブで記者会見を行い， 両者が
「合併手続 き に 関す る 覚書j を締結 し た と 発表 し た。 合
併の細 目 に つ い て は今後両社で協議す る 。

新社名 : 八洲化学工業株式会社
本 社 : j l l 崎市高津区二子 757 の l
合併承認総会 平成 8 年 l 月 下旬
合併期 日 : 平成 8 年 5 月 1 日

社団法人石川 県植物防疫協会 は ， 石川県農業共済会館の
駿工移転に伴い， 下記へ移転 し ， 平成 7 年 9 月 25 日 よ
り 業務 を 開始 し た 。

〒920 石川 県金沢市 田 中町か 26 番地 l
石川 県農業共済会館内

(電話) 0762-39- 3 1 1 1  (FAX) 0762-39-0069 

お 知 ら せ

o r第 1 2 回国際信頼性保証会議」 の開催に つ い て
会 期 : 1996 年 6 月 1 0 日 (月 ) �14 日 (金)
会 場 : パ シ フ ィ コ 横浜
公 用 語 : 日 本語/英語 (同時通訳あ り )
主 催 : 第 12 回 国 際 信 頼性保証会議組織委 員 会

(JOC) 
International Soci巴ty of Quality As­
surance (ISQA) 

共 催 : 日 本 QA 研究会 (JSQA)
(財) 国際科学振興財団

主 テ ー マ r信頼性保証 に 関 す る 国際的 な将来展望」
GLP， GCP， GMP に 基づ く 信頼性保証 に 関
し ， QA の構築， QA の教育 ・ 訓練， QA マ ネ
ー ジ メ ン ト ， Compliance policy， Science 
quality， 国際調和な ど に つ い て 国際的な将来
展望 を討議 し ま す。 ま た ， 会期 中展示会 を 行
う 予定です。 出展の ご希望の方は下記事務局
ま でお 問 い合わせ下 さ い。

問 い合わせ先 :
干 107 東京都港区赤坂 7-5-17
(株) イ ン タ ー グ ル ー プ内
第 12 回国際信頼性保証会議事務局
TEL : 03】5570-6175， FAX : 03-5570-6150 
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